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高松市姉妹・友好都市親善研修生派遣事業

高松市姉妹都市

◆セント・ピーターズバーグ市(アメリカ)

◆トゥール市(フランス)

高松市友好都市

◆南昌市(中国)



27名（５4％）が回答

親善派遣研修生50名にアンケート調査を実施

私たちの国際交流・多文化共生につながるヒント
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親善派遣研修生が研修で体験して感じたこと



【南昌市：中国】

➢食事の時のルールやマナーが違ったこと

➢ トイレとお風呂が一緒だったこと

【セント・ピーターズバーグ市：アメリカ】

➢自分の意見をはっきりと言わないと伝わらないこと

➢日本の若者と違って政治に深い関心を持っていること

【トゥール市：フランス】

➢挨拶のビズ(頬へのキス)をすることに初めはとても緊張したこと

➢古いものを大切にしていて捨てるのではなく、安く人に譲ることが多いこと

質問１： 現地で驚いた文化や習慣の違いは何ですか



日本と台湾では箸の使い方やマナーが違う



➢日本独自の文化を説明する場面がよくあること

➢日本についてのことを質問されたときに、上手く説明できなかったこと

➢相手との距離感を掴むことが難しかったこと

➢意見をはっきり言わないといけないこと、日本のような間接的な（まわりくど

い）お願いは通じないこと

➢価値観の違いで雰囲気についていけないことがたまにあったこと

質問２： 現地の人々と交流する上で言語以外で難しいと

思ったことは何ですか

🔸自己のアイデンティティ 🔸明確な意思表示 🔸文化や価値観の違い



➢相手の目を見て話して、笑顔でいること

➢分からない時は自ら行動することを心掛けたこと

➢相手の生活や文化を尊重したコミュニケーションの取り方ができるようにし

たこと

➢相手に価値観を合わせることは前提として、それでも自分の価値観を大切

にすること

質問３： コミュニケーションを取る時に自分で心掛けて
いたことはありますか

🔸笑顔 🔸積極性 🔸文化価値観の違い



質問４： 現地での体験で一番印象に残っていることは何ですか

🔸 現地の人との交流 🔸 日本（文化）の紹介

➢現地でのアクティビティのこと

➢観光するより、ホームステイでの日々の生活に魅力を感じたこと

➢日本文化に関するワークショップを開催したこと

➢現地の小学生と一緒に書道とカルタを体験したこと

➢栗林公園についてプレゼンテーションしたこと



➢ より積極的にコミュニケーションを取るようになったこと

➢外国人の方と話す時は同じようにその人の持つバック

グラウンドに敬意を払いそれを示すようにしていること

➢慣れない地で生活する不安や疲れが大きいと理解できるようになったこと

➢文化などによって生じる一人一人の個性の違いを知ることが大事

➢ 「外国人」として接しなくなったこと= ○○人ではなく、○○さん

質問５： 現地での親善研修を終えて、日本に住む

外国人の方への接し方は変わりましたか

🔸 積極性 🔸 共感する力 🔸 外国人として接しないこと



質問６： 在住外国人の方が増えている現在、多文化共生が重要となって
います。そのため個々の市民レベルで何をすべきと思いますか。

➢色々な文化や習慣があるということを知っておくというのが一番大切だということ

➢偏見を取り除くために色々な国のことを知るべく興味関心を持つこと

➢ お互いの「知りたい」「伝えたい」の輪を広げていくことが多文化共生の出発点

➢子どもへの国際教育をおこなうこと

➢企業のダイバーシティを推進するような動きを積極的に情報発信すること

➢在住外国人と地域の人との接点を持つこと

➢地域の人との関わりを少しでも増やすこと

🔸異文化に興味を持ち知ろうとすること 🔸地域の中での接点があること



質問７： 多文化共生社会を作るために、協会の役割や協会に対する要望
等があれば記入してください

➢異文化交流をより身近に感じられるイベントを開催すること

➢多文化共生に関するイベントを開催すること

➢日本人と外国人を繋ぐことの出来る場所を提供すること

➢市民への協会の活動の周知を行うこと

➢魅力的な企画を考えること

🔸交流機会の提供・イベントの開催 🔸情報発信



研修生のアンケートから見えたキーワード

◆異文化に興味を持ち
知ろうとすること

◆地域の中での接点が
あること

◆積極性
◆共感する力
◆外国人として接しない
こと

◆現地の人との交流
◆日本（文化）の紹介

◆笑顔
◆積極性
◆異文化
◆文化や価値観の違い

◆自己のアイデンティティ
◆明確な意思表示
◆文化や価値観の違い

質問２ 質問３ 質問４

質問５ 質問６
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多文化共生はコミュニティのレベルで

自由な発想で国際交流を考えよう / 私たちの国際交流

Theme 1テーマ ①



外国人

老人クラブ

学校
子供会

サークル

コミュニティ自治会

行政

商店街

普段付き合い

防犯

スポーツ

文化活動

イベント

防災

多文化共生コミュニティ多様性（ダイバーシティ）
性別、国籍、人種、年齢、性格
学歴、価値観の違いなどの
ひとりひとりの多様性を受け入

れること

包括性（インクルージョン）
お互いを異なる存在として受け入れ
各個人の能力や経験を活かすこと。
ひとりひとりの個性を活かすこと



フェアトレード×地域活性化×外国人共生 高松市役所 ヨロコビたかまつふれあいの店



コーヒー国際価格とフェアトレード価格の推移 (出典 FLO International)

コ
ー
ヒ
ー
価
格



フェアトレードタウン 日本でのフェアトレードタウンの基準

基準１：推進組織の設立と支持層の拡大
フェアトレードタウン運動が持続的に発展し、支持層が広がるよう、地域内のさまざまなセクターや分野の人々からなる推進組織が設立されている。

基準２：運動の展開と市民の啓発
地域社会の中でフェアトレードへの関心と理解が高まるよう、さまざまなイベントやキャンペーンを繰り広げ、フェアトレード運動が新聞・テレビ・ラジオなどのメディ
アに取り上げられる。

基準３：地域社会への浸透
地元の企業や団体（学校や市民組織）がフェアトレードに賛同し、組織の中でフェアトレード産品を積極的に利用するとともに、組織内外へのフェアトレードの普
及に努めている。 *「地元の企業」には個人経営の事業体等も含まれ、「地元の団体」には学校・大学等の教育機関や、病院等の医療機関、町内会・商工会等
の地縁組織、各種の協同組合、労働組合、寺院・教会等の宗教団体、福祉・環境・人権・まちづくり分野等の様々な非営利・非政府団体（NPO・NGO）が含まれ
る。

基準４：地域活性化への貢献
地場の生産者や店舗、産業の活性化を含め、地域の経済や社会の活力が増し、絆（きずな）が強まるよう、地産地消やまちづくり、環境活動、障がい者支援等
のコミュニティ活動と連携している。

基準５：地域の店（商業施設）によるフェアトレード産品の幅広い提供
多様なフェアトレード産品が地元の小売店や飲食店等で提供されている。フェアトレード産品にはFI（国際フェアトレードラベル機構/Fairtrade International）ラベル
認証産品とWFTO（世界フェアトレード機関）加盟団体の産品、それに地域の推進組織が適切と認めるフェアトレード団体*の産品が含まれる。 *「適切と認める
フェアトレード団体」とは、少なくとも以下の条件を満たしている団体のことをいう。 a) WFTOの10原則、ないしWFTOとFI が共同で定めた「フェアトレードの原則に
関する憲章」が掲げる5原則に立って活動している（付属資料1、2参照）。 b) 事業の透明性が確保されている。

基準６：自治体によるフェアトレードの支持と普及
地元議会がフェアトレードを支持する旨の決議を行うとともに、自治体の首長がフェアトレードを支持する旨を公式に表明し、自治体内へのフェアトレードの普及
を図っている。



フェアトレード×地域活性化×外国人共生 高松市市内のコミュニティセンター



フェアトレード×地域活性化×外国人共生 丸亀ふくしま♡みんなdeわが家

⚫ 自治会主催の健康づくりや生涯学習など各種の会合の開催、地域の歴史・文化の継承

⚫ 外国にルーツがある住民の自助グループと地域住民相互の交流のためのイベント、コミュニ

ティレストラン・カフェの常設

⚫ 外国にルーツがある子どもたちとその親とのコミュニケーション向上のための日本語教室

⚫ 外国にルーツがある子どもたちへの学校の宿題や教科学習支援のための寺子屋活動

⚫ 地域住民の多文化理解を深めるための外国語 ・日本文化教室や外国料理の提供、地域産

直市の開設、外国の物産の販売

⚫ 外国にルーツがある住民などへの子育てなどの生活相談、地域活動など生活に密着した講

座、その他多様な取り組み



仏生山町の多文化共生コミュニティづくりの取り組み：留学生等とともに

防災
防犯

スポーツ

仏生山国際交流会
1985年結成。

留学生等とともに、安
心防災・防犯・フレンド
シップピンポン・フット
サル・文化紹介（茶道・
着物の着付け）等、幅
広い多文化共生を推
進している。



仏生山町の多文化共生コミュニティづくりの取り組み：留学生等とともに



香川大学留学生会KUFSAの取り組み

地域住民とともに、留学生、日本人学生らがそうめん流しで交流



高松市錦町のコミュニティ活動



防災

外国人

老人クラブ

学校
子供会

サークル

コミュニティ自治会

行政

商店街

多文化共生コミュニティ

普段付き合い

防犯

スポーツ

文化活動

イベント

日常的活動が難しいメンバーの高齢化 財源不足コミュニケーション不足参加住民が少ない

多様性（ダイバーシティ）
性別、国籍、人種、年齢、性格
学歴、価値観の違いなどの
ひとりひとりの多様性を受け入

れること

包括性（インクルージョン）
お互いを異なる存在として受け入れ
各個人の能力や経験を活かすこと。
ひとりひとりの個性を活かすこと



高松市の地域まちづくり

⚫ 高松市内のコミュニティセンターは、地域住民によるまちづくり活動、生涯学習及び地
域福祉の推進など諸活動の場です。

⚫ 施設の維持管理等の業務は、指定管理者として指定された地域コミュニティ協議会が
行っています。

⚫ 地域まちづくり交付金制度を行っている。
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高松市の地域まちづくり

５２のコミュニ
ティセンター
一覧
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With コロナの多文化共生社会

～New Normal(新しい生活様式）～

自由な発想で国際交流を考えよう / 私たちの国際交流

Theme 2テーマ ②



１．コロナで困ったこと・わかったこと

２．コミュニティの重要性がより高まっている

３．情報発信の大切さ

① SNS

② やさしい日本語

４．高松市や高松市国際交流協会への提言

Theme 2テーマ ② With コロナの多文化共生社会
～New Normal(新しい生活様式）～



多文化共生コミュニティ

外国人

老人クラブ

学校
子供会

サークル

コミュニティ自治会

行政

商店街

普段付き合い

防犯

スポーツ

文化活動

イベント

防災

多様性（ダイバーシティ）
性別、国籍、人種、年齢、性格
学歴、価値観の違いなどの
ひとりひとりの多様性を受け入

れること

包括性（インクルージョン）
お互いを異なる存在として受け入れ
各個人の能力や経験を活かすこと。
ひとりひとりの個性を活かすこと



多文化共生コミュニティ

外国人

老人クラブ

学校
子供会

サークル

コミュニティ自治会

行政

商店街

普段付き合い

防犯

スポーツ

文化活動

イベント

防災

多様性（ダイバーシティ）
性別、国籍、人種、年齢、性格
学歴、価値観の違いなどの
ひとりひとりの多様性を受け入

れること

包括性（インクルージョン）
お互いを異なる存在として受け入れ
各個人の能力や経験を活かすこと。
ひとりひとりの個性を活かすこと

With コロナの新しい生活様式では

今以上にコミュニティが大切になる

ひとりひとりの多様性を受け入れ

ひとりひとりの個性を活かすこと

そのためには

人と人とのつながりを作り

わかりやすい情報の流れを作る

ことが必要である


